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特徴

新規材料や粉末、薄膜など少量試料の磁気特性評価をお引き受けいたします。

高感度磁化測定

Cat.No 3S4J-071-00-140618

● 微量試料でも高感度に磁気測定が可能

強磁性体（Fe, Ni, Co）に比べ、非磁性体とも呼ばれる常磁性体（Al, Pt）、反強磁性体（MnO, FeS）、反磁性体（Cu, Ag）など
は室温において比較的弱い磁性を示します。例えばAlの室温における磁化率は 0.6×10-6cm3/g と、とても小さいものに
なります。また強磁性体であっても、試料が粉末状や薄膜、欠片など少量しか採取できない場合、試料全体からの信号は
とても小さくなります。

当社では、高感度な磁化測定装置を使用することによって、弱い磁性を示す材料の評価を可能としました。電子機器分野に
おけるセラミックス、樹脂・複合材、金属間化合物など新規材料開発にご活用ください。

評価内容

測定事例

検出コイル

振動

V

試料

【測定方法の一例】

磁化した試料を振動させ、検出
コイルに発生する起電力を測定
する。
振動に同期した交流振動のみを
増幅するので、弱い磁性の磁化
測定が可能。

図1  振動試料法

図3  磁気モーメントの温度依存性

写真2  セラミックスの欠片

セラミックスの欠片

図2  磁気ヒステリシス曲線

金属の粉末試料

対象 セラミックス、金属間化合物、樹脂・複合材

試料状態 粉末、欠片、薄膜など

印加磁場範囲 30 kOe
（強磁場の場合は別途ご相談ください。）

温度範囲 5 K～室温
（高温の場合は別途ご相談ください。）

測定項目 磁気モーメント、磁気ヒステリシス曲線、
磁化率の温度依存性など
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写真1  金属粉末


